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１． 基本方針 

   水道水が水質基準に適合し、安全で良質であることを確認するために、以下の方針で   

 水質検査を行います。 

（１）水質検査は、水質基準が適用される給水栓（蛇口）に加え、水源についても行ない 

  ます。 

（２）検査項目は、水道法で義務付けられている「水質基準項目」とします。 

（３）検査頻度は、水道法等に基づき、過去の検査結果を充分考慮し、水道水の安全性の 

  確保を最優先に考えて、浄水場系統別に項目に応じて決定します。 

 

２． 水道事業の概要 

（１）給水状況 

   給水状況は、表１の通りです。 

    

 

表１ 給水状況 

区   分 内    容 

事 業 体 の 名 称 礼文町簡易水道事業 

給 水 区 域 礼文町全域 

計画給水人口 ７，５００人 

給水人口（平成 26 年度） ２，６９３人 

計画一日最大給水量 ２，５５５㎥ 

一日最大給水量（平成 26 年度） ２，２６５㎥ 

一日平均給水量（平成 26 年度） ９９１㎥ 

 

（２）浄水場施設概要 

浄水場名 香深簡易水道 船泊簡易水道 内路簡易水道 

通水年度 昭和 35 年 昭和 30 年 昭和 38 年 

水源 キトウス川 大沢川 内路川 

水利権 １，７６０㎥ ７３７㎥ ３１４㎥ 

給水能力 １，６００㎥ ６７０㎥ ２８５㎥ 

主な給水区域 
香深井地区～ 

知床・元地地区 

五番地地区～スコト

ン・西上泊・鉄府地区 

キトウス地区～ 

     幌泊地区 

浄水処理方法 

普通沈殿池 

緩速ろ過 

塩素滅菌 

普通沈殿池 

緩速ろ過 

塩素滅菌 

普通沈殿池 

緩速ろ過 

塩素滅菌 

使用薬品 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム 

 



３． 原水及び浄水の水質状況 

 

（１）原水水質状況 

  水源は河川水で、現在までの水質は概ね良好な状況であり、これまでの検査結果によ  

 ると水質基準を充分満たしております。 

  また、水源の周りには、工場・農地（農家）民家等がなく、水源が人為的に汚染され 

 るおそれは全くありません。 

 

（２）浄水水質状況 

  浄水は、浄水処理が適正に行われており、水質基準を充分満たしております。 

 

４． 採水場所 

  原水については取水地点とし、浄水については各簡易水道の浄水場系統ごとに末端の 

給水栓で採水します。（別紙図面参照） 



５． 水質検査項目および検査頻度 

（１）過去３ヵ年の検査結果の最大値をまとめると別表１のとおりとなることから、水質 

  検査計画において実施する項目、各項目の検査頻度及び頻度設定は、これまでの検査 

  項目、日程を踏襲しつつ以下の事項に留意し、別表２－１、２－２、２－３のとおり  

  とします。 

①  省略不可項目、消毒副生成物以外で、過去３年間の最大値が基準の 20％を超え 

   たものは年４回実施します。 

  ② 省略不可項目、消毒副生成物以外で、過去３年間の最大値が基準の 10％を超え 

   たものは年１回実施します。 

  ③ クリプトスポリジウム対策指針により、原水のクリプトスポリジウム原虫検査を 

   年１回、原水の指標菌検査を年４回実施します。 

  ④ 浄水の全項目検査は平成２８年度に実施したので、今年度は実施いたしません。 

（２）検査頻度については、水道法に基づく色、濁り、臭気、残留塩素濃度は１日２回（午 

前、午後）行う。 

 

６． 臨時水質検査 

  臨時水質検査は、以下のような場合により水質基準が満たせないおそれがある時に、 

 直ちに適切な措置をとるとともに、安全を確認するために行ないます。 

 （１）水源水質が著しく悪化したとき。 

 （２）水源に異常があったとき。 

 （３）浄水処理工程に異常があったとき。 

 （４）その他、必要と認められたとき。 

 

７． 水質検査方法および委託内容 

  水質基準項目の検査方法は、水質基準に関する省令（平成 23 年厚生労働省令第 125 号） 

 の規定に基づく、告示に示された検査方法により、またそれ以外の検査方法は、上水試 

 験方法等により委託で行ないます。 

  なお、水質検査の委託先は、すべての水質検査において株式会社イオ 技術部試験課

とします。 

 

８． 水質検査計画および水質検査結果の公表 

  水質検査計画および水質検査結果の公表は、水質基準との適合状況を含め、礼文町の 

 ホームページ及び広報誌で公表します。 

 

９． 水質検査の精度と信頼性の保証 

  礼文町では、水質検査の測建値信頼性を確保するため、委託検査項目について、正確 

 かつ精度の高い検査に留意し、原則として水質基準の 1/10 の定量下限値を確保していま 

 す。 

 

 



１０．関係機関との連携 

  水質汚染事故が発生した場合には、素早く適切な措置が講じられるように水質検査機 

 関との連携に努めるとともに、速やかに北海道稚内保健所に通報し、必要な助言を受け 

 ます。 

  また、水道水の安全性を確保していくために、河川管理者・本町関係部局・北海道稚 

 内保健所及び宗谷管内の水道事業体との連絡調整を行い、水質保全及び水質管理に万全 

 を期しています。 

 

１１．その他 

 （１）常に安全で満足してもらえる水道水を供給いたします。 

 （２）水道水質の信頼性確保につとめます。 

 （３）水道事故等が発生したときは、稚内保健所、検査機関と連携し早期の復旧につと 

   めます。 

 

 

 

 

 

 

この水質検査計画についてのお問い合わせ先 

礼文町役場建設課水道担当 

電話０１６３－８６－１００１ 


